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安
易
な
節
税
策
に
注
意
を

安
易
な
節
税
策
に
注
意
を

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
政
府
に
意
見

署
名
を
軸
に
医
療
改
善
迫
る

失
敗
例
か
ら
相
続
税
対
策
学
ぶ

医師、歯科医師やその家族など25人が参加した
相続税対策の学習会＝６月16日、保険医会館

「
公
的
医
療
の
土
台
崩
す
」と
警
鐘

運
動
対
策
や
専
門
部
体
制
を
確
認

　

経
税
部
は
医
科
協
会
と
の

共
催
で
６
月
16
日
、
２
０
１

３
年
度
税
制
改
正
を
踏
ま
え

た
相
続
税
対
策
を
テ
ー
マ
に

学
習
会
を
開
催
し
、
会
員
、

家
族
を
中
心
に
25
人
が
参
加

し
た
。

　

講
師
の
協
会
税
理
士
団
の

疋
田
英
司
税
理
士
は
、
今
回

の
相
続
税
の
改
正
に
ふ
れ
、

「
今
ま
で
相
続
税
が
か
か
ら

な
か
っ
た
人
も
課
税
対
象
者

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

安
易
な
節
税
対
策
は
か
え
っ

て
財
産
を
減
ら
す
リ
ス
ク
も

あ
る
」
と
指
摘
。

　

小
規
模
宅
地
の
特
例
の
適

用
要
件
が
緩
和
さ
れ
対
象
が

れ
ば
相
続
税
を
払
え
ず
結
果

的
に
損
を
し
た
ケ
ー
ス
、
建

物
や
土
地
の
評
価
水
準
が
現

金
に
比
べ
て
低
い
こ
と
を
利

用
し
相
続
財
産
の
評
価
額
を

下
げ
よ
う
と
し
た
が
、
予
想

以
上
に
維
持
管
理
費
が
か
か

り
損
を
し
た
ケ
ー
ス
な
ど

「
安
易
な
節
税
対
策
は
か
え

っ
て
財
産
を
減
ら
す
リ
ス
ク

を
伴
う
」
こ
と
が
あ
る
と
注

意
を
促
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
す
で
に
全
国

で
信
託
口
座
の
預
金
額
が
１

０
０
０
億
円
を
突
破
し
た
こ

と
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
教

育
資
金
一
括
贈
与
に
つ
い
て

も
ふ
れ
、
受
贈
者
が
30
歳
に

拡
大
し
た
部
分
も
あ
る
が
、

課
税
価
格
が
２
億
円
以
上
あ

る
場
合
の
最
高
税
率
が
45
％

（
現
行
40
％
）
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と

や
基
礎
控
除

の
見
直
し
に

よ
っ
て
「
基

本
的
に
は
増

税
」
に
な
る

と
述
べ
た
。

　

そ
の
上

で
、
一
般
的

に
よ
く
活
用

さ
れ
る
金
融

機
関
や
生
保

会
社
に
よ
る

生
命
保
険
や

達
す
る
ま
で
に
使
い
残
し
が

あ
る
場
合
は
贈
与
税
の
課
税

対
象
と
な
る
な
ど
の
注
意
点

を
語
っ
た
。

　

協
会
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
府
対

策
本
部
に
対
し
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
に
関
す
る
意
見
」
を

17
日
に
提
出
し
、
日
本
の
医

療
に
及
ぼ
す
危
険
性
に
つ
い

て
指
摘
し
た
。

　

意
見
は
、
医
療
や
食
品
の

安
全
な
ど
６
分
野
（
制
度
的

事
項
、
知
的
財
産
権
、
衛
生

食
物
検
疫
、
越
境
サ
ー
ビ

ス
、
投
資
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
）
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　

制
度
的
事
項
で
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
で
薬
価
算
定
に
米
国

流
の
ル
ー
ル
が
持
ち
込
ま
れ

れ
ば
、
薬
価
が
上
が
り
、
公

的
保
険
の
財
政
は
一
層
悪
く

な
る
と
指
摘
。「
日
本
政
府

　

協
会
は
13
日
、
第
５
回
理

事
会
を
開
き
、
21
日
投
開
票

の
参
議
院
選
挙
で
の
政
党
・

候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
「
社

会
保
障
制
度
改
革
国
民
会

議
」
の
論
点
、
社
会
保
障
制

度
を
守
る
勢
力
を
増
や
す
立

場
で
政
党
・
候
補
者
の
実
績

や
政
見
な
ど
を
機
関
紙
で
報

道
し
て
き
た
報
告
を
受
け
、

参
議
院
選
挙
の
重
要
性
を
改

め
て
確
認
し
、
患
者
窓
口
負

担
の
軽
減
と
歯
科
の
保
険
給

付
範
囲
の
拡
大
を
請
願
項
目

と
す
る
「
保
険
で
良
い
歯
科

医
療
」
の
実
現
を
求
め
る
請

願
署
名
を
11
月
中
に
大
阪
で

５
万
筆
集
め
る
こ
と
、「
国

民
皆
保
険
制
度
を
崩
壊
さ
せ

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
断
念
を

求
め
る
要
請
書
」
と
「
消
費

税
の
増
税
は
や
め
、
医
療
へ

の
『
ゼ
ロ
税
率
』
を
求
め
る

要
望
」
の
二
つ
の
会
員
署
名

を
集
め
る
こ
と
な
ど
運
動
対

策
を
決
め
た
。

　

市
町
村
の
国
保
制
度
、
健

診
、
介
護
保
険
、
生
活
保
護

な
ど
の
改
善
を
目
指
し
て
大

阪
社
保
協
が
毎
年
行
っ
て
い

る
「
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

日
本
維
新
の
会
共
同
代
表

・
橋
下
徹
大
阪
市
長
が
八
尾

飛
行
場
に
オ
ス
プ
レ
イ
の
軍

事
訓
練
受
け
入
れ
を
表
明
し

た
こ
と
に
対
し
、
政
策
部
長

名
で
抗
議
声
明
を
出
し
た
こ

と
を
承
認
し
た
。

　

５
月
の
第
49
回
評
議
員

会
、
第
51
回
総
会
で
選
出
さ

れ
た
理
事
の
専
門
部
担
当
、

副
理
事
長
の
管
掌
担
当
な
ど

２
０
１
３
・
２
０
１
４
年
度

の
専
門
部
体
制
を
部
会
か
ら

の
推
薦
な
ど
に
基
づ
い
て
承

認
し
た
。

　

理
事
会
後
は
、
来
年
４
月

予
定
の
診
療
報
酬
改
定
を
め

ぐ
っ
て
保
団
連
が
６
月
代
議

員
会
で
改
善
要
求
を
決
定
し

た
こ
と
を
受
け
、
田
辺
隆
保

団
連
副
会
長
を
講
師
に
招
い

て
学
習
会
「
診
療
報
酬
改
善

要
求
案
の
勘
所
と
レ
セ
プ
ト

審
査
の
現
状
」
を
開
い
た
。

は
医
薬
品
価
格
の
高
騰
を
患

者
の
自
己
負
担
に
転
嫁
す
る

こ
と
や
、（
中
略
）
治
療
・

手
術
な
ど
の
技
術
料
を
下
げ

　

司
会
か
ら
は
、「
保
険
医

協
会
が
医
科
・
歯
科
共
催
で

毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
い
て

い
る
無
料
の
個
別
税
務
相
談

を
利
用
し
て
、
自
分
に
合
っ

た
対
策
を
見
つ
け
る
こ
と
も

選
択
肢
の
ひ
と
つ
」
と
紹
介

が
あ
っ
た
。

て
く
る
危
険
が
あ
る
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
公

的
医
療
保
険
の
土
台
を
崩
す

「
民
間
医
療
保
険
の
拡
大

や
、
給
付
範
囲
の
縮
小
が
進

む
危
険
性
が
あ
る
」。
知
的

財
産
権
で
は
、
医
薬
品
の
特

許
保
護
が
強
ま
る
と
、「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
価
格

が
先
発
医
薬
品
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と

批
判
し
た
。

不
動
産
を
利
用
し
た
節
税
対

策
の
失
敗
例
を
紹
介
。
相
続

税
は
安
く
な
っ
た
も
の
の
満

期
前
に
保
険
を
解
約
し
な
け

協会

経税部

第５回
理事会

歯科医院の売買ならさくらハウスへ大阪反核平和医療人の会講演会のご案内

日　時　８月24日（土）午後３時～
会　場　Ｍ＆Ｄホール
講　師　李英和氏
　　　　（関西大学経済学部教授）
参加費　無料
申　込　協会事務局まで

北東アジア非核化の展望を考える
北朝鮮の核計画をめぐって

　　　　　　　　　　　　　大阪府知事免許（04）043403号　担当：平石
大阪市城東区東中浜1‒12‒15　℡   06-6170‒8880　℻ 06-6170-8980
㈲さくらハウス

売買物件募集中

ただいま売り物件が非常に不足しております。内装付き歯科医院を
探されている先生方から多数問い合わせがございますので、売却予
定がございましたら是非当社にお任せ頂けるよう御願いします

売却物件募集

売り物件（東大阪市）
2400万円　東大阪市新石切
マンション１F
テナント（分譲）
チェア３台

賃貸（大東市住道）1000万円
賃料30万円　チェア３台
ＪＲ住道駅前　開業20年以上

賃貸（大阪市中央区）
3500万円　賃料400,000円
チェア３台（４年）
地下鉄本町駅約５分

賃貸（大阪市平野区）
賃料20万円　チェア２台
地下鉄喜連瓜破前徒歩９分1Ｆ

保
険
で
良
い
歯
科

　

「
む
し
歯
が
10
本
以
上

あ
り
、
治
療
を
勧
め
て
も

受
診
し
な
い
。
学
校
で
何

度
も
歯
の
痛
み
を
訴
え
て

い
る
」
―
―
。
協
会
が
大

阪
府
内
の
公
立
小
学
校
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
養
護
教
員
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
声
だ
。
家
庭
の
生

活
苦
で
治
療
で
き
ず
、「
口

腔
崩
壊
」
に
陥
っ
た
児
童

の
例
が
学
校
現
場
か
ら
多

数
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

治
療
費
の
支
払
い
が
困

医
療「
改
悪
」世
論
で
包
囲
を

齢
者
の
窓
口
負
担
増
を
見

送
ら
せ
、
四
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
据
え
置
か
れ
た
歯

科
診
療
報
酬
の
一
部
を
引

き
上
げ
さ
せ
る
な
ど
、
国

政
を
動
か
し
た
。

　

政
府
が
社
会
保
障
の
大

改
悪
を
強
行
し
よ
う
と
す

る
な
か
、
こ
の
動
き
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
、
医
療
・

社
会
保
障
を
抜
本
的
改
善

さ
せ
る
に
は
、
さ
ら
に
大

き
な
世
論
で
包
囲
す
る
こ

と
だ
。
会
員
に
積
極
的
な

署
名
協
力
を
訴
え
る
と
共

に
、
協
会
は
国
会
議
員
要

請
や
集
会
、
デ
モ
な
ど
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
政

府
に
社
会
保
障
費
削
減
路

線
の
転
換
を
働
き
か
け
て

い
く
。

難
で
受
診
を
あ
き
ら
め
た

り
、
失
業
で
無
保
険
に
な

り
治
療
を
中
断
し
た
り
…

…
。
国
民
皆
保
険
制
度
の

国
で
本
来
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
事
態
が
広
が
っ
て
い

る
。

　

貧
困
・
格
差
の
拡
大
や

西
欧
諸
国
と
比
べ
て
重
い

窓
口
負
担
、
高

す
ぎ
る
国
民
健

康
保
険
料
な
ど

を
背
景
に
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

取
り
残
さ
れ
る
人
が
後
を

絶
た
な
い
。
政
府
は
治
療

を
受
け
ら
れ
な
い
人
た
ち

の
存
在
を
直
視
し
な
い
ば

か
り
か
、〝
患
者
に
な
れ

な
い
患
者
〞
を
さ
ら
に
増

や
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
国

民
会
議
が
12
日
に
示
し
た

報
告
書
素
案
で
は
、「
給
付

の
重
点
化
」
と
称
し
て
、

社
会
保
障
費
の
削
減
を
強

調
。
主
な
議
論
と
し
て
、

「
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
、

ど
こ
を
抑
制
す
る
か
」「
若

い
世
代
が
ど
こ
ま
で
負
担

可
能
な
の
か
を
逆
算
す

る
」
と
い
っ
た
医
療
費
抑

制
に
偏
っ
た
主
張
ば
か
り

を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

医
療
・
社
会
保
障
の
改

悪
は
、
国
民
の
健
康
悪
化

に
直
結
す
る
。
健
康
を
害

し
、
日
常
生
活
に
支
障
を

団
体
、
市
民
団
体
、
患
者

ら
で
つ
く
る
「
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡

会
」
は
、
①
窓
口
負
担
の

引
き
下
げ
②
保
険
範
囲
の

拡
大
―
―
を
め
ざ
し
、

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」

の
実
現
を
求
め
る
請
願
署

名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
阪
で
５
万
筆
、
全
国
で

50
万
筆
を
集
め
、
10
月
27

日
の
全
国
歯
科
決
起
集
会

で
国
会
に
提
出
す
る
。

　

２
年
前
の
同
署
名
は
、

全
国
で
29
万
筆
を
集
め
、

国
会
に
歯
科
医
療
改
善
を

迫
っ
た
。
そ
の
結
果
、
高

来
た
せ
ば
、
経
済
的
な
損

失
も
計
り
知
れ
な
い
。
い

ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、〝
医
療
難
民
〞
を
つ

く
り
出
し
て
き
た
政
策
を

転
換
し
、
誰
も
が
安
心
し

て
受
診
で
き
る
社
会
を

「
再
構
築
」
す
る
こ
と
で

は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に

は
、
憲
法
25
条
に
基
づ

き
、
経
済
格
差
が
健
康
格

差
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
、
窓
口
負
担
の
軽
減
や

保
険
料
の
減
免
な
ど
社
会

保
障
の
抜
本
的
拡
充
に
踏

み
出
す
べ
き
だ
。

　

協
会
を
含
む
医
療
関
係


